
こども家庭ソーシャル
ワーカーとこどもの権利

2025年度ルーテルリカレント講座
第２回

心理臨床学科 精神保健福祉コース 山口倫子



１. こども家庭ソーシャルワーカーとは？

2. こども家庭ソーシャルワーカーが創設された背景

①こどもを取り巻く状況

②国連子どもの権利委員会からの勧告を受けて

3. こどもの権利について

4. こども家庭ソーシャルワーカーに期待されること

①こども家庭ソーシャルワーカーになるための条件

②こども家庭ソーシャルワーカーの役割と活躍の場

5. まとめ

2本日の内容



「児童福祉法等の一部を改正する法律（令和4年法律第66号）」（令和4年
6月8日成立・令和6年4月1日施行）に基づき創設された「こども家庭福祉
分野」の民間の認定資格。（ 国家資格化の議論は来年度見直し予定）

31.こども家庭ソーシャルワーカーとは？

☆

☆

こどもの権利を擁護し、健やかな成長を支え、家庭の複雑な課題に
対応して支援・関係調整にあたる。

☆

こども家庭福祉の現場において、実務者の専門性を向上させること
を目的として創設された。



①こどもを取り巻く状況

・社会課題（貧困、社会的孤立、家庭内暴力、保護者自身の病気や障がい等）の

多様化・深刻化、児童虐待相談対応件数の増加等。

（資料）・児童相談所の児童虐待相談対応件数

・不登校児童生徒数

・小・中・高生の自殺者数

＊ユニセフ・イノチェンティ研究所が2025年に発表したレポートカード19

において、日本の子どもの身体的健康は先進国38ヶ国中、1位でありながらも、
精神的幸福度は32位（36ヶ国中）であった。

(https://www.unicef.or.jp/news/2025/0081.html)

42.こども家庭ソーシャルワーカーが創設された背景



演習 ①
学校における集団支援 実施計画書の作成

5①こどもを取り巻く状況 【児童虐待】

令和５年度児童虐待相談対応件数（福祉行政報告例）

心理的虐待
の増加



演習 ①
学校における集団支援 実施計画書の作成

6①こどもを取り巻く状況 【不登校】



演習 ①
学校における集団支援 実施計画書の作成

7①こどもを取り巻く状況 【こどもの自殺】



演習 ①
学校における集団支援 実施計画書の作成

8
2.こども家庭ソーシャルワーカーが創設された背景

② 国連子どもの権利委員会からの勧告を受けて

・2016年：児童福祉法改正
 第1条  全て児童は、児童の権利に関する条約の精神にのつとり、適切に養育されること、その生活を
保障されること、愛され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が図られ
ること、その他の福祉を等しく保障される権利を有する。

・2022年：こども基本法の制定（2023年施行）
（2019年に子どもの権利に関する包括的な法律を制定するよう強く勧告）

・2023年：こども家庭庁の設置
（条約を実施するための活動を調整し評価及び監視する権限のある機関の設置）

＊子どもの権利条約：国連が1989年に制定し、日本は1994年に批准。



演習 ①
学校における集団支援 実施計画書の作成

9

“こどもまんなか社会”とは、
常に子どもの最善の利益を
第一に考えて、子どもに関
する取り組み、政策が我が
国社会の真ん中に捉えられ
る社会のこと。



演習 ①
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（目的）
第一条 この法律は、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、次代の社会を担う全て
のこどもが、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することが
でき、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利の擁護が図られ、将来にわたって幸福な
生活を送ることができる社会の実現を目指して、社会全体としてこども施策に取り組むことができるよう
、こども施策に関し、基本理念を定め、国の責務等を明らかにし、及びこども施策の基本となる事項を
定めるとともに、こども政策推進会議を設置すること等により、こども施策を総合的に推進することを
目的とする。

（定義）
第二条 この法律において「こども」とは、心身の発達の過程にある者をいう。
２ この法律において「こども施策」とは、次に掲げる施策その他のこどもに関する施策及びこれと一体
的に講ずべき施策をいう。
一 新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期の各段階を経て、おとなになるまでの心身の発達の過程を通
じて切れ目なく行われるこどもの健やかな成長に対する支援
二 子育てに伴う喜びを実感できる社会の実現に資するため、就労、結婚、妊娠、出産、育児等の各段階
に応じて行われる支援
三 家庭における養育環境その他のこどもの養育環境の整備

こども基本法（2022年）
（こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法）



演習 ①
学校における集団支援 実施計画書の作成

11（基本理念）
第三条 こども施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。

一 全てのこどもについて、個人として尊重され、その基本的人権が保障されるとともに、差別的
取扱いを受けることがないようにすること。
二 全てのこどもについて、適切に養育されること、その生活を保障されること、愛され保護され
ること、その健やかな成長及び発達並びにその自立が図られることその他の福祉に係る権利が等し
く保障されるとともに、教育基本法（平成十八年法律第百二十号）の精神にのっとり教育を受ける
機会が等しく与えられること。
三   全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、自己に直接関係する全ての事項に
関して意見を表明する機会及び多様な社会的活動に参画する機会が確保されること。
四   全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の
利益が優先して考慮されること。
五   こどもの養育については、家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責任を有
するとの認識の下、これらの者に対してこどもの養育に関し十分な支援を行うとともに、家庭での
養育が困難なこどもにはできる限り家庭と同様の養育環境を確保することにより、こどもが心身と
もに健やかに育成されるようにすること。
六  家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境を整備すること。

（参考）こども基本法ってなに？ 20230401policies-kodomokihon-02.pdf

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/40f97dfb-ff13-4434-9ffc-3f4af6ab31d5/6287c965/20230401policies-kodomokihon-02.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/40f97dfb-ff13-4434-9ffc-3f4af6ab31d5/6287c965/20230401policies-kodomokihon-02.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/40f97dfb-ff13-4434-9ffc-3f4af6ab31d5/6287c965/20230401policies-kodomokihon-02.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/40f97dfb-ff13-4434-9ffc-3f4af6ab31d5/6287c965/20230401policies-kodomokihon-02.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/40f97dfb-ff13-4434-9ffc-3f4af6ab31d5/6287c965/20230401policies-kodomokihon-02.pdf


演習 ①

12こども家庭庁（2023年）こども施策の司令塔



133.こどもの権利について

＜ワーク1＞ こどもの権利って？
こどもにはどんな権利があると思いますか？



：こどもが生きていくための基本が保障される権利

 ＊生存権がその代表的権利

143.こどもの権利について

☆

☆

：こどもがこどもらしくある権利

＊意見表明権がその代表的権利
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＊子どもの権利条約：1989年国際連合において全会一致で採択され、
わが国においては1994年に批准したものである。
＊日本での正式名称は、「児童の権利に関する条約」

子どもの権利条約は、子どもは権利をもつ主体であるという考え方に基づい
ている。

「４つの原則」：①差別の禁止（第2条）、②子どもの最善の利益の考慮（第3
条）、③生命、生存及び発達に対する権利（第6条）、④子どもの意見の尊重
と参加（第12条）

☆

☆
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子どもの最善の利益：第3条１項「児童に関するすべての措置をとるに当たっては、公的
若しくは私的な社会福祉施設、裁判所、行政当局又は立法機関のいずれによって行われるも
のであっても、児童の最善の利益が主として考慮されるものとする。」

大人が良かれと思い、子どもの意見を尊重せずに、一方的に子どもに関する決定を行うこ
とで、条約に規定される子どもの権利を侵害することは許されない！

子どもの意見の尊重と参加：第12条「締約国は、自己の意見を形成する能力のある児
童がその児童に影響を及ぼすすべての事項について自由に自己の意見を表明する権利を確
保する。この場合において、児童の意見は、その児童の年齢及び成熟度に従って相応に考慮
されるものとする。このため、児童は、特に、自己に影響を及ぼすあらゆる司法上及び行政上
の手続において、国内法の手続規則に合致する方法により直接に又は代理人若しくは適当
な団体を通じて聴取される機会を与えられる。」

「子どもの最善の利益の原則」と「子どもの意見を聴かれる権利」とは、相互に補完的な
関係にある。第12条の実施においては、子どもは受け身ではなく、自らに関係する事柄につ
いて意見し、意思決定過程に積極的に「参加」することが期待されている。

☆

☆
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＊SDGsを達成しようとすることが、子どもの権利の実現につながり、
子どもの権利の実現が、SDGsの達成につながる。



184.こども家庭ソーシャルワーカーに期待されること

①こども家庭ソーシャルワーカーになるための条件

現状、こども家庭ソーシャルワーカーになれる人は現任者であること！
 ＊ こども家庭ソーシャルワーカーの認定資格の取得には、4つのルートがある。

・ 「社会福祉士・精神保健福祉士有資格者ルート（第1号・第2号）」

・ 「こども家庭福祉実務経験者ルート」（第3号） ＊経過措置

・ 「保育所等保育士ルート」（第4号） ＊経過措置



19

日本ソーシャルワークセンター よりHP
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【研修内容】
・指定研修：第1号から第4号全ての受講者が受講しなければならない研修

研修科目 講義 演習
こどもの権利擁護 1.5 7.5

こども家庭福祉分野のソーシャルワーク専門職の役割 1.5 6

こども家庭福祉Ⅰ（こども家庭を取り巻く環境と支援） 3 1.5

こども家庭福祉Ⅱ（保護者や家族の理解） 1.5 3

こども家庭福祉Ⅲ（精神保健の課題と支援） 3 3

こども家庭福祉Ⅳ（行政の役割と法制度） 1.5 1.5

こどもの身体的発達等、母子保健と小児医療の基礎 1.5 1.5

こどもの心的発達と心理的支援 1.5 1.5

児童虐待の理解 1.5 4.5

少年非行 1.5 1.5

社会的養護と自立支援 1.5 4.5

貧困に対する支援 1.5 1.5

保育 1.5 1.5

教育 3 1.5

こども家庭福祉とソーシャルワークⅠ（多様なニーズをもつこどもや家
庭へのソーシャルワーク）

1.5 7.5

こども家庭福祉とソーシャルワークⅡ（こどもの安全確保を目的とした
緊急的な対応に関するソーシャルワーク）

3 7.5

こども家庭福祉とソーシャルワークⅢ（地域を基盤とした多職種・多機
関連携による包括的支援体制の構築）

1.5 7.5

こども家庭福祉とソーシャルワークⅣ（組織の運営管理） 1.5 4.5

講義33時間、演習67.5時間の
計100.5時間で構成される。


Sheet1

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ		担当者 タントウシャ		備考 ビコウ

		こどもの権利擁護		1.5		7.5		山口 ヤマグチ

		こども家庭福祉分野のソーシャルワーク専門職の役割		1.5		6		山口 ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅰ（こども家庭を取り巻く環境と支援） カテイ ト マ カンキョウ シエン		3		1.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅱ（保護者や家族の理解） ホゴシャ カゾク リカイ		1.5		3		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅲ（精神保健の課題と支援） セイシンホケン カダイ シエン		3		3		岩永先生   イワナガ センセイ

		こども家庭福祉Ⅳ（行政の役割と法制度） ギョウセイ ヤクワリ ホウセイド		1.5		1.5		永野先生？ ナガノセンセイ

		こどもの身体的発達等、母子保健と小児医療の基礎		1.5		1.5				医師？ イシ

		こどもの心的発達と心理的支援		1.5		1.5				心理臨床学科の教員 シンリ リンショウガッカ キョウイン

		児童虐待の理解		1.5		4.5		岩永先生 イワナガ センセイ

		少年非行		1.5		1.5				外部の方？ ガイブ カタ

		社会的養護と自立支援		1.5		4.5		永野先生？ ナガノセンセイ

		貧困に対する支援		1.5		1.5				外部の方？ ガイブ カタ

		保育		1.5		1.5		香﨑 or 永野先生？ カオル ザキ ナガノ センセイ

		教育		3		1.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅠ（多様なニーズをもつこどもや家庭へのソーシャルワーク） タヨウ カテイ		1.5		7.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅡ（こどもの安全確保を目的とした緊急的な対応に関するソーシャルワーク） カテイ フクシ アンゼン カクホ モクテキ キンキュウ テキ タイオウ カン		3		7.5				児相の方？ ジソウ カタ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅢ（地域を基盤とした多職種・多機関連携による包括的支援体制の構築） チイキ キバン タショクシュ タキカン レンケイ ホウカツテキ シエンタイセイ コウチク		1.5		7.5		西先生 ニシセンセイ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅣ（組織の運営管理） カテイフクシ ソシキ ウンエイカンリ		1.5		4.5				外部の方？ ガイブ カタ







21・追加研修：講義9時間、演習9時間、実習6時間の計24時間で構成される研修

・ソーシャルワーク研修：講義７８時間、演習78時間、実習９時間の計165時間
で構成される研修 研修科目 講義 演習

ソーシャルワークの基盤と専門職（講義） 19.5

ソーシャルワークの理論と方法（講義） 39

地域福祉と包括的支援体制（講義） 19.5

ソーシャルワーク演習Ⅰ（演習） 39

ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習） 39

見学実習Ⅱ（演習） 9

研修科目 講義 演習
こどもの権利擁護と倫理 1

こども家庭相談援助制度及び実施体制 1

児童相談所の役割と連携 1

こども家庭相談の運営と相談援助のあり方 1 3

社会的養護と市区町村の役割 1

こどもの成長・発達と成育環境 1

こども虐待対応 1 6

母子保健機関やこどもの所属機関の役割・連携及
びこどもと家庭の生活に関する法令・制度

2

見学実習Ⅰ 6


指定研修

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ		担当者 タントウシャ		備考 ビコウ

		こどもの権利擁護		1.5		7.5		山口 ヤマグチ

		こども家庭福祉分野のソーシャルワーク専門職の役割		1.5		6		山口 ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅰ（こども家庭を取り巻く環境と支援） カテイ ト マ カンキョウ シエン		3		1.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅱ（保護者や家族の理解） ホゴシャ カゾク リカイ		1.5		3		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅲ（精神保健の課題と支援） セイシンホケン カダイ シエン		3		3		岩永先生   イワナガ センセイ

		こども家庭福祉Ⅳ（行政の役割と法制度） ギョウセイ ヤクワリ ホウセイド		1.5		1.5		永野先生？ ナガノセンセイ

		こどもの身体的発達等、母子保健と小児医療の基礎		1.5		1.5				医師？ イシ

		こどもの心的発達と心理的支援		1.5		1.5				心理臨床学科の教員 シンリ リンショウガッカ キョウイン

		児童虐待の理解		1.5		4.5		岩永先生 イワナガ センセイ

		少年非行		1.5		1.5				外部の方？ ガイブ カタ

		社会的養護と自立支援		1.5		4.5		永野先生？ ナガノセンセイ

		貧困に対する支援		1.5		1.5				外部の方？ ガイブ カタ

		保育		1.5		1.5		香﨑 or 永野先生？ カオル ザキ ナガノ センセイ

		教育		3		1.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅠ（多様なニーズをもつこどもや家庭へのソーシャルワーク） タヨウ カテイ		1.5		7.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅡ（こどもの安全確保を目的とした緊急的な対応に関するソーシャルワーク） カテイ フクシ アンゼン カクホ モクテキ キンキュウ テキ タイオウ カン		3		7.5				児相の方？ ジソウ カタ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅢ（地域を基盤とした多職種・多機関連携による包括的支援体制の構築） チイキ キバン タショクシュ タキカン レンケイ ホウカツテキ シエンタイセイ コウチク		1.5		7.5		西先生 ニシセンセイ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅣ（組織の運営管理） カテイフクシ ソシキ ウンエイカンリ		1.5		4.5				外部の方？ ガイブ カタ





追加研修

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ

		こどもの権利擁護と倫理 リンリ		1

		こども家庭相談援助制度及び実施体制 ソウダン エンジョ セイド オヨ ジッシタイセイ		1

		児童相談所の役割と連携 ジドウソウダンショ ヤクワリ レンケイ		1

		こども家庭相談の運営と相談援助のあり方 ソウダン ウンエイ ソウダンエンジョ カタ		1		3

		社会的養護と市区町村の役割 シャカイテキ ヨウゴ シクチョウソン ヤクワリ		1

		こどもの成長・発達と成育環境 セイチョウ ハッタツ セイイク カンキョウ		1





ソーシャルワーク研修

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ

		ソーシャルワークの基盤と専門職（講義） キバン センモンショク コウギ		19.5

		ソーシャルワークの理論と方法（講義） リロン ホウホウ コウギ		39

		地域福祉と包括的支援体制（講義） チイキフクシ ホウカツテキ シエンタイセイ コウギ		19.5

		ソーシャルワーク演習Ⅰ（演習） エンシュウ エンシュウ				39

		ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習） エンシュウ エンシュウ				39

		見学実習Ⅱ（演習） ケンガク ジッシュウ エンシュウ				9






指定研修

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ		担当者 タントウシャ		備考 ビコウ

		こどもの権利擁護		1.5		7.5		山口 ヤマグチ

		こども家庭福祉分野のソーシャルワーク専門職の役割		1.5		6		山口 ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅰ（こども家庭を取り巻く環境と支援） カテイ ト マ カンキョウ シエン		3		1.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅱ（保護者や家族の理解） ホゴシャ カゾク リカイ		1.5		3		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉Ⅲ（精神保健の課題と支援） セイシンホケン カダイ シエン		3		3		岩永先生   イワナガ センセイ

		こども家庭福祉Ⅳ（行政の役割と法制度） ギョウセイ ヤクワリ ホウセイド		1.5		1.5		永野先生？ ナガノセンセイ

		こどもの身体的発達等、母子保健と小児医療の基礎		1.5		1.5				医師？ イシ

		こどもの心的発達と心理的支援		1.5		1.5				心理臨床学科の教員 シンリ リンショウガッカ キョウイン

		児童虐待の理解		1.5		4.5		岩永先生 イワナガ センセイ

		少年非行		1.5		1.5				外部の方？ ガイブ カタ

		社会的養護と自立支援		1.5		4.5		永野先生？ ナガノセンセイ

		貧困に対する支援		1.5		1.5				外部の方？ ガイブ カタ

		保育		1.5		1.5		香﨑 or 永野先生？ カオル ザキ ナガノ センセイ

		教育		3		1.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅠ（多様なニーズをもつこどもや家庭へのソーシャルワーク） タヨウ カテイ		1.5		7.5		岩永先生  or　山口 イワナガ センセイ ヤマグチ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅡ（こどもの安全確保を目的とした緊急的な対応に関するソーシャルワーク） カテイ フクシ アンゼン カクホ モクテキ キンキュウ テキ タイオウ カン		3		7.5				児相の方？ ジソウ カタ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅢ（地域を基盤とした多職種・多機関連携による包括的支援体制の構築） チイキ キバン タショクシュ タキカン レンケイ ホウカツテキ シエンタイセイ コウチク		1.5		7.5		西先生 ニシセンセイ

		こども家庭福祉とソーシャルワークⅣ（組織の運営管理） カテイフクシ ソシキ ウンエイカンリ		1.5		4.5				外部の方？ ガイブ カタ





追加研修

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ

		こどもの権利擁護と倫理 リンリ		1

		こども家庭相談援助制度及び実施体制 ソウダン エンジョ セイド オヨ ジッシタイセイ		1

		児童相談所の役割と連携 ジドウソウダンショ ヤクワリ レンケイ		1

		こども家庭相談の運営と相談援助のあり方 ソウダン ウンエイ ソウダンエンジョ カタ		1		3

		社会的養護と市区町村の役割 シャカイテキ ヨウゴ シクチョウソン ヤクワリ		1

		こどもの成長・発達と成育環境 セイチョウ ハッタツ セイイク カンキョウ		1

		こども虐待対応 ギャクタイ タイオウ		1		6

		母子保健機関やこどもの所属機関の役割・連携及びこどもと家庭の生活に関する法令・制度 ボシホケン キカン ショゾク キカン ヤクワリ レンケイ オヨ カテイ セイカツ カン ホウレイ セイド		2

		見学実習Ⅰ ケンガク ジッシュウ				6





ソーシャルワーク研修

		研修科目 ケンシュウカモク		講義 コウギ		演習 エンシュウ

		ソーシャルワークの基盤と専門職（講義） キバン センモンショク コウギ		19.5

		ソーシャルワークの理論と方法（講義） リロン ホウホウ コウギ		39

		地域福祉と包括的支援体制（講義） チイキフクシ ホウカツテキ シエンタイセイ コウギ		19.5

		ソーシャルワーク演習Ⅰ（演習） エンシュウ エンシュウ				39

		ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習） エンシュウ エンシュウ				39

		見学実習Ⅱ（演習） ケンガク ジッシュウ エンシュウ				9
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日本ソーシャルワークセンター よりHP

【指定研修の一部を紹介】

こどもの権利擁護

こども家庭福祉とソー
シャルワークⅠ（多様
なニーズをもつこども
や家庭へのソーシャル
ワーク）

こどもの権利の考え方 について理解する 、こどもの権利に関する経緯について理解
する 、こどもの権利条約や国内法について理解する 、こどもの権利擁護のための意
見表明等支援とアドボカシーについて理解する。

こどもの安全の維持、 ウェルビーイング、パーマネンシー保障のためのこども・
家庭に対するソーシャルワークの意義を理解する 、こどもの安全の維持、 ウェル
ビーイング、パー マネンシー保障のためのこどもや保護者に対するケースマネジメ
ントを理解する 、こどもを中心とした支援を理解する 、虐待予防に資する支援を
始めとする多様なニーズを持つこどもや家庭への支援のアプローチを理解する。

こども家庭福祉とソー
シャルワークⅡ（こども
の安全確保を目的とした
緊急的な対応に関する
ソーシャルワーク）

こどもの安全確保を目的とした緊急的対応に関する面接技術、支援のアプローチ、
対応の方法を理解し、アセスメントや 行政権限の行使等のソーシャルワークについ
て理解する、重大事例を通して、支援に必要な視点や態度を理解する。

こども家庭福祉とソー
シャルワークⅢ（地域
を基盤とした多職種・
多機関連携による包括
的支援体制の構築）

多職種・多機関連携によるこどもや家庭への支援について理解する 、地域を基盤
としたこどもへの包括的支援と支援体制の構築について理解する 、多職種連携に
関する支援の実際について理解する 。
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＜ワーク２＞児童養護施設で働くあなたは、担当する小学生の授業参観
に行くことになった。「親」の年齢としては大きく外れるため、同級生たち
に自分の立場をどのように説明するべきか悩んでいる。どのように検討すれ
ば良いだろうか？

こども家庭ソーシャルワーカー（仮）の施行に向けた具体的運用に関する調査研究 第 巻 こども家庭福祉 こどもの権利 第 節 より『 1 1. 7 』
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こども家庭ソーシャルワーカー（仮）の施行に向けた具体的運用に関する調査研究 第 巻 こども家庭福祉 こどもの権利 第 節 より『 1 1. 7 』

【保育園における権利侵害の事例】

A保育園の2歳児クラスでは、18人のこどもが在籍しており、4人の担任で日常的に
保育をしている。同じ2歳児とはいえ、こどもたちの保育園への入所時期や発達段階
も幅がある。来年度は年少になるため、クラス目標として「3歳児への進級を見据え
た生活」をクラス目標としていた。その一環として「トイレトレーニング」を行って
おり、排泄自立を促すために、こどもたちには決まった時間にクラスで一斉にトイレ
に行かせていた。決まった時間外にトイレに行くことを希望したこどもには、「どう
してさっき行かなかったの？」と保育士が叱責していた。また、トイレに間に合わず
お漏らしをしてしまったこどもに対して、「オムツしようか。はずかしいね」と声掛
けをしていた。
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・ 一般に、こどもの年齢が小さいほど、こどもは自らの権利が侵害されている

ことに気づきにくい。

・ SOSの声が他の大人に届きにくい。

・ 支援者も、こどもの発達を見据え、「良かれ」と思い実践していることがある。

＊こどもの気持ちが置き去りとなり、支援者や保護者の抱くこども
への期待が、不安や心配、支配へのエネルギーになることがある。



「不適切な保育」を行わないためには、保育所や児童福祉施設で働く実践者
自身の高い人権意識が重要。

保育所等における「虐待」や「不適切な保育」は、個人によってのみもたらされ
るものではない。その未然防止としては、チームで保育をできているか、同僚性
があるか、支援者一人ひとりの声が尊重されやすい民主的な支援者集団である
か等の組織的な要因もある。（「心理的安全性」が高い組織）

こどもの権利侵害や不適切なかかわりは、保育所等だけで発生するものでは
なく、こどもと大人という非対称な関係性ゆえに発生しやすい。

未然防止に向けては、こどもに関わる大人一人ひとりがこどもの権利擁護に
常に自覚的であることで、日常生活場面におけるこどもの権利侵害を防ぐ一つ
の歯止めとなることができる。

26こどもの権利侵害に対する対応

☆

☆

☆



274.こども家庭ソーシャルワーカーに期待されること

②こども家庭ソーシャルワーカーの役割

＊こども家庭ソーシャルワーカーは、こどもと家庭に関する相談支援
を行うことが主となる。

＜こども家庭ソーシャルワーカーの専門性の柱＞

①こども家庭福祉を担うソーシャルワークの専門職としての姿勢を培い
維持すること

②こどもの発達と養育環境等のこどもを取り巻く環境を理解すること
③こどもや家庭への支援の方法を理解・実践できること



28②こども家庭ソーシャルワーカーの活躍の場

・児童養護施設、乳児院、保育所、児童相談所
・各自治体のこども家庭センターなど

こども家庭庁 こども家庭庁支援局虐待防止対策課資料

児童福祉法改正によ
り、2024年度から
児童相談所における
児童福祉司の任用要
件の一つとして位置

づけられた



295.まとめ

① こども家庭ソーシャルワーカーの意義

・ こども家庭ソーシャルワーカーは、児童相談所や市区町村のこども家庭センター、児
童養護施設などの福祉施設、学校などの教育機関や保育園など、こどもや家庭の身
近にあるさまざまな場での活躍が期待されており、これから活躍の場が広がっていくと
思われる。

・ こども家庭福祉分野の専門職の質の向上だけでなく、支援の質の向上にも寄与で
る。そして、こども家庭ソーシャルワーカーが増えれば、こども家庭福祉分野全体の底
上げとなり、それがこどもたちに還元されていく。

＊「児童福祉」 『こども家庭福祉』へ
こども家庭ソーシャルワーカーは、こどもだけでなく、家庭・家族の支援も含む。
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② 第1回こども家庭ソーシャルワーカー認定試験を終えて

【現状】第1回のこども家庭ソーシャルワーカー認定試験が2025年3月9日に
法政大学で実施され、全国で703名が合格した。
（うち熊本県では14名のこども家庭ソーシャルワーカーが誕生した。）

こども家庭ソーシャルワーカー紹介動画（You Tube） Bing 動画 こども家庭庁

【課題】研修費用の問題、資格取得後のメリット（インセンティブ）

https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=%e3%81%93%e3%81%a9%e3%82%82%e5%ae%b6%e5%ba%ad%e3%82%bd%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a3%e3%83%ab%e3%83%af%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%bc%e3%80%80you&mid=609BBA95010B4D521330609BBA95010B4D521330&FORM=VIRE
https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=%e3%81%93%e3%81%a9%e3%82%82%e5%ae%b6%e5%ba%ad%e3%82%bd%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a3%e3%83%ab%e3%83%af%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%bc%e3%80%80you&mid=609BBA95010B4D521330609BBA95010B4D521330&FORM=VIRE
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・ 「子どもの声（意見）を聴く」ということを、今まで以上に実践の中で意識するよう
になった！また、どうすれば子どもの声を聴くことができるのか？その方法について
も深く考え、工夫（努力）をするようになった。

・ これまでもアドボケイトはしてきたつもりだが、誰のための支援であるのか？改めて、
特に学校という場での立ち位置を自覚するようになった。（子どもファースト！）

・ 今後、子どもたちに「自らの権利」について学ぶ機会を、SSWerとして提供してい
くことが重要だと考えている。
民主的な学校環境づくりに取り組む（例えば、子どもの参加によるカリキュラムや

教材の作成、学級委員会、生徒会等を通じて、子どもが校則や学校の運営方針
に関して意見を表明し、子どもが学校における意思決定過程に参加する機会を確

保すること）。

スクールソーシャルワーカー(SSWer）としての私自身の変化
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・ こどもの支援に携わっている方、将来、こどもの支援に携わりたいと思っている方

には、是非ともこども家庭ソーシャルワーカーを目指していただきたいです！

・自身の専門性を高める自己研鑽の場としてはもちろんですが、他の職種の方々
と出会い、視野が広がり、刺激になると思います。また、日々の実践で役立つヒント
がたくさん見つかるはず！
・ 児童相談所の児童福祉司やこども家庭センターの統括支援員の任用要件につ

いてはお伝えしましたが、今後、SSWer等の任用要件の1つに、こども家庭ソー
シャルワーカー資格が入る可能性もあります。

＊第2回の認定試験は、2026年3月1日（日）大正大学で実施される予定です。

ラベルこども家庭ソーシャルワーカーを目指す方へ
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・一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 『こども家庭ソーシャル
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https://kodomo.jswc.or.jp/
https://kodomo.jswc.or.jp/
https://kodomo.jswc.or.jp/
https://www.unicef.or.jp/crc/
https://www.unicef.or.jp/crc/
https://www.unicef.or.jp/crc/
https://www.kodomo.cfa.go.jp/


ご清聴ありがとうございました。



202５年度

ルーテル・リカレント講座 
（第2回）

「こども家庭ソーシャル

ワーカーとこどもの権利」 

アンケートのお願い

本日は、ご参加いただきありがとうございました。

今後の公開講座をより良いものとするため、

アンケートにご協力ください。

以下のURLもしくはQRコードから、

アンケートフォームにご意見を入力してください。

https://forms.gle/cetn2e6vynsbMcFQ9

九州ルーテル学院大学

総務課研究・地域連携推進室
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